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□お誕生おめでとう
町 名 氏 名 保護者
亀 田 齋藤納富也

のぶや
（大資）

木 筒 秋庭 由奈
ゆな

（裕樹）
新田子 大川 純花

すみか
（友則）

沖 入間川輝保
てるやす

（雅洋）
寺 町 勝浦 優香

ゆうか
（章徳）

（８月31日現在：敬称略）
戸 籍 の 窓

ホームページ http://www.net.pref.aomori.jp/tsuruta/

i モード http://www.net.pref.aomori.jp/tsuruta/i/

八
月
は
県
民
体
育
大
会

を
は
じ
め
、
多
く
の
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
あ
り
、
今
ま

で
関
心
が
な
か
っ
た
り
、

ル
ー
ル
を
知
ら
な
か
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
も
見
て
い
る
と

興
奮
し
て
、
と
て
も
楽
し
く
応

援
が
で
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
勝
敗
は
つ
き

も
の
で
、
嬉
し
涙
や
悔
し
涙
を

見
る
場
面
も
何
度
か
あ
り
ま
し

た
。
わ
た
し
自
身
は
今
ま
で
、

ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
っ
て
悔
し
涙

を
流
し
た
経
験
が
な
か
っ
た
た

め
、
特
に
子
ど
も
の
涙
に
は
ジ

ィ
〜
ン
と
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
涙
も
一
生
懸
命
頑

張
っ
た
か
ら
こ
そ
流
せ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
き
っ
と
頑
張
っ
た

人
だ
け
が
も
ら
え
る
ご
褒
美
な

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

□ご結婚おめでとう
町 名 氏 名

（ 境
五所川原市 （須郷 翔太

黒滝久美絵

（つがる市
亀 田 （成田 恵介

齊藤 千紘

■ごめい福を祈ります
町 名 死亡者名 年齢
寺 町 佐藤 ツル 94
菖蒲川 田中 公雄 65
派 立 山田 りせ 92
菖蒲川 棟方 みよ 87
亀 田 須藤 慶吉 80
中 野 松山 ツル 91

野 木 寺山 ハル 94
寺 町 木村 正三 79
廻 堰 須藤マツヱ 75
廻 堰 石村 勝輝 42
強 巻 娜戸 睦 77
妙堂崎 齋藤ヒロノ 74
廻 堰 長内ミツヨ 83
妙堂崎 成田 秀昭 51
胡桃舘 澁谷 みさ 89
派 立 太田 たま 88

８月31日現在（前月比）
人口 15,281人（＋１人）
男 7,179人（＋３人）
女 8,102人（－２人）
世帯 5,054（＋６）

出生５人 転入31人
婚姻５組 転出18人
死亡17人

（この欄に載せたくない方は、届ける時に窓口係へ申し出てください）
江

編集うらばなし

（大 巻
相原町 （尾崎 裕也

神 亜矢子

鶴田町ジュニアリーダー研修会

８月６日（日）午前10時　　　弘前市せせらぎ広場出発
午後３時30分　鶴田町役場裏河川敷到着

（右）疲れたけれどみんなと楽
しくできたので良かった。

（左）楽しかったけれど手がと
ても疲れました。

蜿２年生のころから弘前公園
のお堀などで練習しています。
岩にぶつかりそうになって怖
かったけど楽しかったです。
またやってみたいと思います。

八
月
六
日
（
日
）
さ
ん
さ
ん
と
輝
く

太
陽
の
下
、
鶴
田
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
ク
ラ
ブ
・
同
海
洋
ク
ラ
ブ
員
二
十
一

人
と
弘
前
市
海
洋
ク
ラ
ブ
員
五
人
、
指

導
員
・
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
総
勢
約
五
十

人
が
岩
木
川
で
カ
ヌ
ー
川
下
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
鶴
田
町
子
ど
も
の
水
辺

協
議
会
（
中
村
琢
司
会
長
）
が
主
催
し
、

財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
後

援
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
子
ど
も

た
ち
に
自
然
体
験
の
機
会
を
与
え
、
自

然
環
境
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
こ
の
日
の
た
め
に
、
八
月

二
日
・
三
日
の
両
日
、
公
民
館
で
宿
泊

研
修
を
行
い
、
カ
ヌ
ー
練
習
や
自
炊
、

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
、
川
下

り
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
顔
は
、
出
発
前
よ
り
日
焼
け
し
て
少

し
勇
ま
し
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
し

た
。
川
下
り
を
達
成
し
た
満
足
感
で
、

み
ん
な
の
笑
顔
は
き
ら
き
ら
と
と
て
も

輝
い
て
い
ま
し
た
。

（ 五所川原市
菖蒲川 （太田　智佐藤　典子


